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F5J 競技会は参加人数も多く、JREC 主催の競技会は複数回、複数箇所で開催します（JMA 大会、日本選手
権）。基本的に FAI Sporting Code（以降 SC と表記）の通り実施しますが、フィールド実情を鑑みてローカ
ルルールを定めることがあります。また SC に定義されていない部分が多々あり、その場で判断する必要が
生じます。しかし競技会のたびに異なる運用をすると参加者間で混乱する事が考えられます。そこで JREC
主催の F5J 競技会においてはローカルルールおよび運用標準を統一し、一貫性を持たせる事にします。

次ページ「JREC 主催 F5J 競技会運用標準 早見表」および解説をご参照ください。
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FAI Sporting Code
Volume F5 Radio Control Electric Powered Motor Gliders 2026 Edition 2 (Effective June 1st 2026)
Volume EDIC Electronic Devices in Competition 2026 Edition - Version1 (Effective January 1st 2026)

その他、SC 以外の安全対策

 競技中に操縦不能になった経緯がある機体は、その原因が判明、対策がとられるまではその機体は使用禁
止とする事があります。民家、グランドなどへの墜落の危険性があるため。

 全レーンのジャッジにトランシーバーを渡した場合は、飛行異常、見失い等があった場合に全員に即時情
報共有してください。目を離しても競技運営に支障がないヘルパー、ジャッジは方向修正アドバイスや、
墜落方向した場合はその方向確認などに御協力ください。飛行禁止エリアの情報も共有します。

 危険なエリアへの墜落があった場合は、捜索を優先し、競技を中断する事があります。

運用標準の改訂について

本運用標準は、参加者や役員の要望も聞きながら適宜修正、改善します。
疑問点、修正希望は、競技開始前までに申し出てください。
この運用で競技開始後に問題が生じた場合は CD および委員会判断といたします。

改版履歴

Ver. 1.0 2025 年 7 月 24 日 初版
Ver. 1.1 2026 年 2 月 15 日 安全対策※7 追加、参照 SC の更新
Ver. 1.2 2026 年９月 15 日 SC Edition2 の変更分を追記
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